
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　  ８月１6 日（土）に松江市総合運動公園陸上競技場にて「ペットボトルロケット打上大会」を実施しました。この大

会は、平成 14 年に松江市で開催された第 23 回国際宇宙技術及び科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）のプレイベン

トとして開催して以来、今年で2１回目の開催となりました。この大会の開催を通じて、こどもたちがペットボトルロケッ

トの原理を学習したり、ロケットの製作を体験したりすることによって、こどもたちの宇宙や科学への興味、関心を高め

ることを目的としています。当日は、親子でペットボトルロケットを夢中で作る姿が印象的で、広い陸上競技場に水し

ぶきを勢いよく上げて飛んでいくペットボトルロケットは迫力満点でした。

　今年度も１５の公民館等が夏休みに『松江てらこや』を実施しました。この

『松江てらこや』では、こどもたちへ学校外の学習等の機会を提供することを

通して、学習の習慣づけや学習意欲の喚起を図ったり、地域社会の中でこど

もたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進したりすることを目的と

しています。（通年実施の公民館等［※］もあり） 

また、『松江てらこや』では、学習以外にも絵本の読み聞かせ・行燈作り・工

作教室・けん玉教室・こども夏祭り・座禅体験などたくさんの体験も提供して

います。さらに、大学生や高校生が主体となって運営・支援する『てらこや』も

あり、心強い若者たちが地域で活躍しています。

八雲　座禅体験を通して、心を無にし 

　　　　てリラックスしたり集中したりする 

　　　　ことの良さを味わっていました。

雑賀　たくさんの指導・支援スタッフに　　　　　　　　　　　　　 

　　　　見守られ、和室で安心して学習　　 

　　に集中している様子でした。

製作の様子　　　　ペットボトルロケット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　打ち上げの様子

『松江てらこや』実施場所 

・持田　　・本庄　　・朝日　　・玉湯　　

・宍道　　・雑賀　　・鹿島　　・忌部 

・城北　　・白潟　　・東出雲 

・八雲　　・島根　　・大庭　　・乃木

［※］玉湯、宍道、法吉、雑賀 

　　　　 八雲、忌部、白潟

大庭　小学生と中・高校生がペアをつく 

　　　　り、マンツーマンで学習・休憩し 

　　 て、どんどん仲良くなりました。

さまざまな工作にも取り組んでいました。↓



　 

八雲公民館２階と玄関前広場で約 50 人の八雲小学校の児童や保護者 

のみなさんを楽しませていました。2 階集会室では、かき氷や射的、パソコン 

ゲームや工作などのブースを八雲中学校の生徒たちがお世話をしていまし 

た。また、和室では、地域ボランティアの方による読み聞かせを行われていて、 

こどもたちが物語の世界に浸っていました。後半は、玄関前広場でロングそう 

めん流しで、こどもも大人も大興奮でした。ここでも地域ボランティアさんが 

厨房で休みなくそうめんをゆで、中学生がそうめんを流していくという具合で、 

連携プレーが見事でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

毎年大勢の親子でにぎわうこのお祭りを、今年も

KEY's や県大生、商業・南高生の協力のもと、湖南中学

校の生徒がボランティアメンバーとして盛り上げていまし

た。雨の中でしたので乃木公民館内のみでの開催とな

りました。2 階では、飲食販売ブースやゲームブース、休

憩ルームなどがあり、1 階では大人気のお化け屋敷に長

蛇の列ができていました。どのブースでもお客さんの笑

顔があふれていて、大盛況でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　秋鹿公民館から秋鹿小学校に規模を拡大して開催され 

た今回の祭りは、遠くからでも熱気が伝わるほどの盛り上 

がりで、ステージショーも花火打ち上げもありました。 

（秋鹿小学校卒業の）湖北中生も 2 つのブースを担当 

し、ヨーヨーすくいやかき氷などお客さんの目線に合わせて 

手際よくも優しく対応する姿が印象的でした。 

　地域の方々も中学生の活躍を見守りつつも応援していて、 

コロナ禍より中止が続いていた地区運動会も復活させようと 

地域の大人たちもやる気に満ちあふれていました。

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 


